
第
五
節

酒
造
制
娘
か
ら

勝
手
造
り
へ

酒
造
業
の
展
開

幕
府
酒
造
政
策
の
転
換

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
元
禄
調
高
を
法
治
ゃ
に
、

し
て
横
行
し
、
幕
府
は
稲
造
取
締
り
に
凹
苦
八
古
ず
る
状
況
で
あ
一
つ

一
造
り
と
い
う
厳
し
い
減
酪
令
が
連
発
さ
れ
た
。

五
年
（
一
七
O
八
）
ま
で
は
毎
年
五
分
の

し
か
し
そ
の
問
、
隠
造
・
過
造
の
儲
造
が
そ
の
反
動
と

こ
の
間
の
摺
備
の
高
騰
に
よ
っ
て
造
石
高
が
仲
び
ず
、
結
果
的
に
は
宝
永
六
年
の
運
上
収
入
は
わ
ず
か
六
千
雨
、
幕
府
財
政
収

し
か
も
油
価
の
五
割
に
お
よ
ぶ
酒
運
上
の
賦
課
も
、

入
の
一
%
に
も
満
た
な
い
状
態
に
立
ち
い
た
っ

現
時
幕
政
を
担
当
し
て
い
た
新
井
白
お
は
、
こ
の
よ
う
な
運
上
政
策
は
酒

さ
ら
に
正
徳
六
年
（
一
七

酒造業の展開

二
ハ
）
に
は
、

仙
の
高
騰
を
引
き
起
こ
す
だ
け
と
判
断
し
て
、
同
年
六
月
つ
い
に
酒
運
上
の
廃
止
に
賠
み
切
っ
た
ひ

元
禄
調
a

誌
の
一
一
一
分
の
一
造
り
を
発
令
し
、
元
禄
以
米
の
長
い
間
に
わ
た
る
減
機
令
は
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

第五節

さ
ら
に
事
保
則
に
な
っ
て
米
側
の
低
落
が
続
く
と
、
草
山
川
は
そ
れ
を
防
止
す
る
措
設
と
し
て
ん
み
踏
山
年
（
一
七
五
回
）
に
は
元

段
と
挽
進
す
る
も
の
で
、

禄
調
高
ま
で
は
勝
手
造
り
と
す
る
新
令
を
布
述
し
た
。
こ
れ
は
先
の
正
徳
六
年
の
酒
造
統
制
緩
和
を
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明
ら
か
に
幕
府
自
ら
が
消
造
奨
励
の
積
極
策
止
を
打
ち
出
し
た
も
の
と
し
て
注
目

酒造洗米区Ic• 白木Jl＼海名度開会J〕

さ
れ
る
え

太
宰
森
台
が
『
経
済
録
』
の
な
か
で
、

「
壬
’
災
（
本
保
七
年
）
の
秋
か
ら
米
は

と
み
に
下
落
し
、
そ
の
後
少
し
高
く
な
っ
た
が
ま
た
大
き
く
下
落
し
、
結
局
こ

Y
｝いい、

八
年
の
問
に
、
背
の
高
か
っ
た
時
分
の
五
分
の
こ
の
側
と
な
る
L

と
述

べ
て
い
る
よ
う
な
形
で
、
米
価
変
動
が
従
来
の
よ
う
に
単
な
る

時
的
な
豊
凶

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
恒
常
的
な
低
米
価
現
象
と
し
て
慢
性
化
し
て
ゆ
く
と

き
、
幕
府
に
と
っ
て
事
態
は
い
よ
い
よ
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。

こ
の
米
側
低
落
の
原
凶
は
、
要
す
る
に
全
国
経
済
の
拠
点
と
し
て
の
大
坂
堂

写真 88

島
へ
の
廻
着
米
監
の
明
大
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
こ
と
は
、
正
徳
四
年
の

大
坂
廻
着
米
商

二
万
一
一
一
千
五
が
、
李
保
十
七
年
（
一
七
一
一
一
一
一
）
一
二
四
万
一
一
一

落
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
米
の
流
通
事
情
の
変
化
は
、
太
宰
春
台
が
っ
土
人
ノ
悶
窮
尤
モ
甚

千
芯
に
ま
で
増
大
し
、
こ
の
と
き
米
側
が
一
石
に
つ
き
銀
二

O
匁
台
に
ま
で
暴

与
え
た
の
で
あ
る
。

シ
ー
一
と
警
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
米
を
も
っ
て
市
場
で
換
金
し
生
活
を
支
え
て
き
た
幕
藩
領
主
経
済
に
対
し
、
深
刻
な
打
撃
を

そ
こ
で
幕
府
は
米
価
引
上
げ
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
っ
た
。
間
同
パ
体
的
に
は
買
上
米
の
奨
励
、
廻
米
制
限
、
町
人
員
米
令

な
ど
の
諸
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
最
終
的
に
は
諸
問
払
い
米
に
対
し
て
米
側
の
法
定
価
格
を
公
定
す
る
政
策
ま
で
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と
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
積
械
的
な
米
櫛
引
上
げ
策
と
波
行
し
て
、
酒
造
業
の
も
つ
米
側
調
節
機
能
に
期
待
し
、
そ
の
有
力
な
手

段
と
し
て
酒
造
造
石
奨
励
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

そ
れ
は
一
万
縁
株
改
め
以
米
の
幕
府
の
酒
造
政
策
を
、
根
本
的
に
転
換
し
て
ゆ

く
も
の
で
あ
っ
た
。

す
で
に
亭
保
十
六
年
に
は
、
酒
墜
に
対
し
酒
造
米
を
多
く
買
い
取
る
よ
う
に
布
達
し
、
同
時
に
そ
の
資
金
に
不
足
し
て
い
る

酒
屋
に
は
、
新
米
を
貸
与
す
る
と
い
う
思
典
ま
で
与
え
、
全
部
的
に
潜
造
業
奨
励
へ
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
行

き
つ
く
と
こ
ろ
が
、
前
述
の
宝
暦
四
年
の
コ
万
禄
調
高
ま
で
勝
手
造
り
」
令
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
布
迷
に
は
、
休
造
酒
屋
に

対
し
て
も
営
業
の
再
開
は
自
由
で
あ
る
と
い
う
但
し
書
ま
で
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
酒
造
体
制
は
元
禄
朝
刊
高
を
中
心
と
し

た
酒
造
株
体
制
か
ら
、
新
た
に
自
由
競
争
体
制
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

元
禄
江
戸
積

体
制
の
動
婦
問

こ
の
よ
う
な
幕
府
の
酒
造
政
策
の
転
換
は
明
ら
か
に
従
来
か
ら
の
在
々
酒
造
業
禁
止
と
い
う
「
相
法
」
を
も

否
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
従
来
都
市
に
集
中
し
て
い
た
泊
造
株
が
、
在
方
へ
も
売
買
譲
渡
さ
れ

て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
公
然
と
農
村
を
中
心
に
し
て
新
規
の
溜
造
業
者
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
酒
造
株
体
制
か
ら
概
観
す
る
と
、
従
米
よ
り
の
澗
造
仲
間
に
と
っ
て
は
、

度
公
認
さ
れ
た
元
課
諮
高
に
よ
る
酒
造

i滋造業の展開

特
権
が
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
以
後
十
化
方
を
含
め
た
新
規
酒
造
家
を
ま
じ
え
て
、
都
市
澗
造
業
と
在
方
酒
造
業
と
の
部

で
競
争
契
機
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

こ
の
在
方
酒
造
伯
仲
間
の
、
新
規
江
戸
積
源
造
体
制
へ
の
参
入
と
い
う
事
態
が
近
位
前
期
の
酒
造
株
仲
間
体
制
に
与
え
た
影
響

第五節

は
大
き
く
、
伊
丹
、
池
田
、
西
宮
、
兵
庫
、
尼
崎
な
ど
の
上
方
江
戸
積
銘
醸
地
と
い
え
ど
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
大

坂
・
尼
崎
と
兵
庫
の
間
に
大
き
く
広
が
る
灘
間
と
い
わ
れ
た
農
村
地
域
で
、
こ
の
時
期
新
た
に
江
戸
絞
酒
造
業
の
台
頭
発
展
が
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み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

率
保
九
年
の
下

り
沼
銘
醸
地

元
禄
十
年
の
元
禄
調
高
の
株
改
め
附
に
お
い
て
は
、
上
方
か
ら
の
江
戸
入
津
得
数
は
J

ハ
閤
万
樽
で
、
そ
の

江
戸
約
銘
醸
地
は
、
伊
丹
、
池

m、
大
坂
、
尼
崎
、
兵
庫
、
間
宮
に
、
川
辺
郡
・
島
上
郡
・
有
馬
郡
に
散

在
す
る
地
域
と
、
そ
れ
に
泉
州
堺
を
加
え
た
、
摂
泉
両
国
に
ま
た
が
っ
て
い
た
が
、
こ
の
い
わ
ば
元
禄
期
の
江
戸
積
酒
造
体
制

と
こ
ろ
が
そ
れ
よ
り
ニ
七
年
後
の
卒
保
九
年
に
、

に
は
灘
間
口
・
今
津
の
在
方
酒
造
業
は
ま
だ
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

江
戸
下
り
酒
問
屋
が
調
査
し
た
当
時
の
下
り
潤
主
産

地
お
よ
び
酒
造
家
数
は
、

幻
に
示
し
た
通
り
で
、

す
で
に
今
津
・
灘
自
の
台
頭
が
明
瞭
に
読
み
と
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
大
坂
（
北
総
・
南
組
）
間

五
九
人
、
問
天
満
二
一
一
五
人
を
筆
頭
に
、
北
荘
（

m
－
武
郎
・
鴻
池
宮
今
日
む
）
九
五
人
、

西
宮
八
二
人
、

伊
丹
五
四
人
、
尼
崎
山
…
人
、
兵
康
問

O
人
、
池
間

二
七
人
、
伝
法
二
一
一
一
人
、
界
四
人
で
、

い
ず
れ
も
域

下
町
・
宿
場
町
・
在
郷
町
で
、
兵
庫
も
港
町
と
し
て

の
性
格
上
、
問

O
軒
も
の
江
戸
積
酒
造
家
を
有
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
従
米
か
ら
の
江
戸
積
主
産
地
で
な
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お
中
心
的
地
伎
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
に
対
し
、
今
津
二
九
人
と
、
櫛
目

一
六
人
（
う
ち
御
影
は
一

O
人
）
を
合
わ
せ
た
五
五
人
は
こ
こ
に
始
め
て
名
前
を

連
ね
て
い
る
酒
造
家
で
あ
る
点
が
住
目
さ
れ
る
。
以
上
摂
津
の
合
計
一

O
一
五
人
が
の
ち
の
江
戸
積
摂
泉
十
一
一
郷
の
酒
造
家
で

あ
り
、
そ
れ
に
尾
張
・
美
濃
・
一
一
一
河
の
東
海
一
一
一
悶
（
い
わ
ゆ
る
中
国
溺
の
陵
地
）
に
河
内
・
播
磨
を
加
え
て
一

二
八
人
が
、
当
時

の
江
戸
積
酒
造
家
総
数
で
あ
っ
た
。
数
の
上
で
は
大
坂
・
西
宮
・
北
在
な
ど
が
多
い
が
、
樋
上
沼
を
造
る
酒
屋
と
し
て
は
こ
の

調
査
報
告
に
下
り
酒
屋
総
数
の
う
ち
一
一
一
三
人
し
か
あ
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
伊
丹

五
人
、
池
田

一
人
、
北
在
一
一
一
人
、
鴻
池

西
宮
・
魚
崎
村
各

人
ず
つ
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

や
は
り
伊
丹
・
池
田
に
綴
上
沼
の
酒
屋
が
多
い
。
灘
自
・
今
津
の
場
合
ば

よ
う
や
く
下
り
酒
銘
臨
地
に
名
を
連
ね
た
ば
か
り
で
、
そ
の
初
期
の
状
況
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

い
わ
ば
一
万
禄
拐
に
確
立
し
た
近
世
前
期
の
江
戸
積
酒
造
仲
間
日
古
規
組
に
対
し
て
、
新
規
組
H
H
灘
目
・

今
津
酒
造
仲
間
の
ム
口
頭
発
展
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
転
期
が
一
夜
十
保
期
で
あ
り
、

し
か
も
元
禄
酒
造
株
体
制
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
た

夜
々
酒
造
業
と
し
て
、
新
た
に
凶
摂
沿
岸
の
灘
8
・
今
津
の
農
村
を
基
盤
に
展
認
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

溜造業の展開

2 

灘
酒
造
業
の
台
頭

灘
酒
造
業
の
中
心
を
形
成
し
た
地
域
は
、
摂
津
田
部
沿
岸
地
帯
の
「
灘
日
し
と
呼
ば
れ
た
地
方
で
あ
る
。
も
と

滋
隠
と
灘

五
郷

も
と
「
灘
い
と
は
、
東
は
武
庫
川
口
よ
り
商
は
悶
生
田
川
の
近
傍
に
い
た
る
ま
で
の
、
今
津
村
（
武
摩
郡
）
と
菟

第五節

原
・
八
部
両
郡
に
ま
た
が
る
沿
海
お
よ
そ
一
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
地
域
の
総
称
で
あ
る
。
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神戸市東灘区

神戸市灘区

間宮・m

崎

済E

早，
対J

究明

今

魚

御

西

今津時
伴

))Jt 

在日

武

誌

j¥ 

日
判
刊

淵t

今

下

浅ll

文
献
の
う
え
で
は
、

「灘
L

と
い
う
名
称
は
正
徳
六
年
（
一
七
二
ハ
）
に
見
え
、

ま
た
「
灘
間
L

は
寛
延
三
年
（

七
五
O
）
の
大
坂
石
屋
仲
間
文
書
の
な
か
に
見

凶＇／;i'rJT

出
さ
れ
、
そ
れ
は
「
灘
」
の
う
わ
の
菟
掠
・
入
部
開
郡
に
ま
た
が
る
地
域
を
さ

宵

し

「
灘
辺
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。

四

さ
ら
に
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
の
「
上
方
酒
家
十
カ
所
L

酒
造
仲
間
の
酒
運

上
念
免
除
嘆
願
書
の
な
か
で
は
、
こ
の
一

O
カ
所
と
し
て
、
ま
ず
灘
日
を
菟
原

部
に
あ
る
上
灘
間
と
八
部
郡
に
あ
る
下
灘
間
に

一
分
割
し
、
こ
れ
に
大
坂
三
郷
、

池
問
、
伊
丹
、
尼
崎
、
伝
法
、
今
津
、
西
宮
と
、
川
辺
郡
の
江
戸
稲
銘
醸
地
で

あ
る
加
茂
村
・
小
池
村
（
の
ち
北
夜
郷
に
属
す
）
を
加
え
て
い
る
。

ま
た
灘
日
が
江
戸
詰
酒
造
池
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
安
永
五
年
（
一
七

七
六
）
に
は
、

「
上
灘
江
戸
税
酒
造
家
中
L

「
下
灘
江
戸
積
酒
造
家
中
」
と
も
見

ぇ
、
仲
間
結
合
の
あ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
安
、
水
期
に
は

江
戸
税
、
酒
造
業
が
広
く
灘
に
お
い
て
定
着
し
、
上
灘
・
一
ト
灘
、
今
津
に
も
酒
造

仲
間
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
測
を
形
成
す
る
ま
で
に
な
っ
て
、
伊
丹
・
池

m
－
閥
宮
な
ど
既
成
の
江
戸
積
酒
造
仲
間
に
加
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
江
戸

時
代
に
は
一
般
に
広
く
寸
櫛
L

と
い
う
場
合
に
は
灘
日
と
今
津
を
含
ん
で
お
り
、

「
灘
到
し
は
上
灘
と
一
卜
灘
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

の
ち
摂
泉
十

3ラ2近!11.社会の展開第三三市



二
郷
の
江
戸
松
酒
造
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
と
き
も
、
今
津
郷
・
上
灘
郷
・
下
灘
郷
の

郷
は
、
灘
酒
造
業
の
中
伎
と
し
て
十

郷
の
な
か
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

と
ミ
ろ
が
さ
ら
に
下
っ
て
文
政
十

年
（
一
八
二
八
）
に
は
ト
一
灘
郷
が
さ
ら
に
分
裂
し
て
、

東
組
（
青
木
・
魚
崎
・
佐
官
の
一
一
一
カ

かI

中
組
（
御
影
・
お
髭
・
東
明
・
人
脈
の
問
カ
村
）

・
四
組
（
新
在
家
・
大
混
合
一
カ
村
）
の
一
一
一
組
（
郷
）
を
形
成
す
る

Q

そ
の
詳
細

は
後
述
す
る
と
し
て
、
そ
れ
は
上
灘
郷
が
あ
ま
り
に
も
手
広
く
な
っ
て
、
取
締
り
が
行
き
詰
か
な
く
な
っ
た
た
め
で
、
こ
の
こ

と
自
体
が
端
的
に
灘
消
造
業
の
拡
大
発
展
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
文
政
十
一
年
以
降
、
上
灘
三
組
と
下
灘
・
今
津
を
も

っ
て
、
近
世
に
お
け
る
つ
灘
五
郷
」
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
今
臼
の
灘
五
郷
は
、
今
津
・
魚
崎
・
御
影
・
開
郷
に
凶
官
郷
を
加
え
た
五
郷
で
あ
る
ο

上
灘
京
・
中
・
限
の

が
そ
れ
ぞ
れ
魚
崎
・
御
影
・
間
郷
に
な
り
、
下
灘
が
脱
落
し
て
西
宮
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
同
業
組
合
法
に

基
づ
い
て
結
成
さ
れ
た
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
の
つ
摂
津
灘
酒
造
業
組
合
L

以
来
の
名
称
で
あ
っ
て
、
近
世
に
お
い
て
は
、

灘
日
農
村
が
代
官
所
支
配
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
西
宮
は
町
方
と
し
て
町
奉
行
所
支
配
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
表
お
）
。

潤造業の段Hfl

灘
御
影
村

の
状
況

近
没
後
期
に
江
戸
詰
湖
造
業
が
展
開
し
て
ゆ
く
四
摂
灘
間
投
村
は
、
前
述
の
よ
う
に
近
役
中
期
す
で
に
商
業
的

民
業
も
活
発
に
営
ま
れ
、
農
民
の
借
問
分
化
や
社
会
的
分
業
も
進
み
、
商
品
生
産
の
発
注
し
た
い
わ
ば
先
進
的

な
地
域
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
典
型
的
な
村
と
し
て
御
影
村
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
で
の
酒
造
業
の
起
り
を
み
て
み
よ
う

Q

御
影
村
は
近
批
前
期
、
東
組
は
大
和
小
泉
藩
領
、
間
組
は
尼
崎
落
傾
に
属
し
て
い
た
が
、
明
和
六
年
に
は
と
も
に
幕
府
領
に

第五節

編
入
さ
れ
て
い
る
。
東
組
は
村
高
一
一
六
一
一
一
石
余
（
二
一
一
一
町
一
一
一
反
七
畝
ニ
ニ
歩
）
・
一
戸
数
三
一
一
一

一
広
九
人
、
既
刊
社
主
司

ご↑
J

二

ノ

？

ttrus

人
r.:i 

一
四
六
石
余
（
二
七
町
六
反
二
ハ
歩
）

八
四
一
戸
・
一
五
一
一
人
で
、

般
に
い
う
一
人
一
年
米
一
石
、
消
費
を
基
準
に
し
て
考
え

¥[I: ;i工i住民：縦日i353 



御影村（四組） 1 UIJ歩以上土地所有者の変遷表 84

材木屋彦右衛fl日
illJ 反飲

3. 2 0 

材木監治兵衛
2. 4 0 

生；魚屋治郎太夫
町民政

5. 3 2 

安左衛門
2. 9 3 

兵衛
1. 1 0 

~I三魚康治則i太夫
日IJ 反：i武
5. 1 2 

Lζ 

兵衛
町 jえ紋
2. 3 8 

兵衛
1. 2 5 

七郎兵衛
1. 1 4 

g~魚屋￥flRf）太夫
1. 0 4 

3111 
｛立

次2 

3 

";'i' J＼：元水
2. 1 5 

伊勢屋七二白衛111]
1. 1 6 

4 

J 

る
と
、
村
高
に
比
し
人
口
が
多
く
、
農
業
の
み
で
は
生
計
が
成
り
立
た
な
い
機

相
を
示
し
て
い
る
。

土
地
所
有
の
上
か
ら
も
寛
文
凶
年
（
一
六
六
回
）
に
は
、
一
一
町
三
反
を
最
上
問

に
五
反
以
下
関
が
九
一
一
一
%
を
占
め
、
激
し
い
農
民
摺
の
階
層
分
化
を
示
し
、
そ

れ
以
降
も
五
反
以
下
層
は
つ
ね
に
九
五
%
前
後
を
占
め
て
い
る
。
寛
文
四
年
の

上
位
高
持
層
も
元
禄
期
を
境
に
し
て
か
な
り
激
し
い
変
動
を
繰
り
返
し
て
い
る

が
、
酒
造
業
や
材
木
商
な
ど
を
営
む
在
方
商
人
は
主
に
こ
の
閣
に
属
し
て
い
る
。

例
え
ば
一
町
歩
以
上
の
土
地
所
有
者
の
変
遷
を
み
れ
ば
（
表
以
）
、
寛
文
附
年

に
四
位
で
あ
っ
た
生
魚
屋
治
郎
太
夫
が
、
貞
享
二
年
（

六
八
五
）
に
は
五
町

反
を
持
つ
村
内
最
大
の
ふ
尚
一
持
に
の
し
あ
が
り
、
安
永
八
年
に
は
そ
の
分
家
材
木

資料：「御影村文illJ（神戸大学：文学部〕

屋
一
一
一
家
が
上
位
、
な
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
寛
文
凶
年
の
理
兵
衛

・
次
兵
衛
は
こ
の
村
の
有
力
本
百
姓
で
あ
っ
た
が
、
一
万
禄
期
を
境
に
没
務
し
、

代
わ
っ
て
安
左
衛
門
が
元
禄
八
年
（

六
九
五
）
に
は
二
町
九
反
の
ふ
日
間
持
と
し
て

上
位
を
し
め
、
当
時
は
庄
屋
役
を
勤
め
、
酒
造
業
も
営
ん
で
い
た
。

し
か
し
こ

の
安
左
衛
門
も
安
、
氷
八
年
に
は
上
位
か
ら
姿
を
消
し
、
土
地
は
六
反
五
畝
に
減

少
、
酒
造
株
も
材
木
監
治
兵
衛
に
譲
渡
し
て
い
る
。
安
、
氷
八
年
に
村
内
五
位
の

伊
勢
屋
七
右
衛
門
も
、
材
木
康
と
な
ら
ぶ
江
戸
詰
澗
造
家
と
し
て
台
頭
し
つ
つ

354 近1吐社会の展開第三lfi:



あ
っ
た
一
人
で
あ
る
。

御
影
村
で
の
こ
の
寛
文
J
元
禄
期
に
か
け
て
の
高
持
上
層
段
民
の
激
し
い
新
旧
勢
力
の
交
代
も
、
商
業
的
農
業
の
展
開
を
通

し
て
貨
幣
経
済
が
進
行
し
、
そ
れ
が
農
民
保
有
地
の
集
中
分
散
を
生
み
出
し
、

…
部
の
富
裕
な
農
民
の
手
元
に
資
本
が
北
品
川
較
さ

れ
、
新
し
い
在
方
向
人
や
地
主
が
輩
出
さ
れ
て
く
る
と
い
う
事
情
を
示
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
反
同
然
高

も
し
く
は
ご
く
わ
ず
か
の
土
地
し
か
保
有
し
て
い
な
い
圧
倒
的
多
数
の
農
民
府
が
存
在
し
、
農
業
以
外
の
余
業
、

つ
ま
り
設
労

働
を
必
要
と
す
る
状
況
が
存
従
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
新
し
い
産
業
が
生
人
出
さ
れ
る
基
燥
が
拡
が
っ
て
い
た
と
い
え
る
ο

明
和
六
年
間
村
の
職
業
構
成
な
み
る
と
、
酒
造
業
や
廻
船
な
ど
の
輸
送
業
を
は
じ
め
各
種
の
手

九
百
リ

EV
向。、
A
F
4
K
J
、代交

一
詩
型
カ
右
プ
f

I

L

f

間
余
業
と
し
て
は
瀬
陸
稼
ぎ
・
水
主
稼
ぎ
・
日
傭
稼
ぎ
な
ど
が
あ
っ
て
、
土
地
を
離
れ
て
も
生
活
し
て
ゆ
け
る
ま
で
に
、
z両

日

間

経
済
が
広
汎
に
展
開
し
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
、
社
会
的
分
業
の
深
化
を
示
し
て
い
る
。

御
影
・
魚
崎

村
の
酒
造
業

さ
て
御
影
村
の
溜
造
業
は
、
明
和
五
年
に
一
五
人
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
が
、
次
に
そ
の
系
詩
を
た

ど
っ
て
み
よ
う
。

元
諒
八
年
こ
ろ
に
村
内
一
位
の
土
地
所
有
者
で
あ
っ
た
生
魚
麗
治
郎
太
夫
の
四
男
甚
九
郎

は
元
禄
五
年
に
分
家
し
、
十
位
方
自
人
と
し
て
は
じ
め
て
材
木
業
を
営
み
、
材
木
鼠
初
代
治
兵
衛
と
な
り
、
五
男
も
分
家
し
て
材

i阿波業の民間i

木
康
彦
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
。

い
ず
れ
も
分
家
し
て
材
木
業
を
商
売
と
し
て
独
立
し
て
い
っ
た
在
方
向
人
で
、
後
に
酒
造
業
を

営
む
。
そ
の
時
期
は
一
克
諒
J
卒
保
期
で
、
灘
自
に
お
い
て
も
貨
幣
経
済
へ
の
胎
動
を
示
す
時
期
で
あ
っ
た
。

な
か
ん
ず
く
灘
間
農
村
か
ら
輩
出
し
て
く
る
新
興
商
人
た
ち
は
、
材
木
業
や
一
十
鰯
商
人
と
し
て
手
広
く
s
部
品
質
幣
流
通
に
加

第五直行

わ
り
、
有
馬
か
ら
六
甲
山
を
越
え
て
御
影
村
に
通
ず
る
脇
街
道
に
進
出
し
て
駅
所
特
権
を
脅
か
し
た
り
、
廼
船
を
引
き
受
け
て

問
屋
同
然
の
類
似
営
業
を
行
っ
て
兵
庫
津
間
監
と
対
立
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
在
方
海
人
の
な
か
に
材
木
隆
一
統
が
あ
り
、

ーL伝j後yミ縦lll3ラ5



同
じ
く
六
甲
越
え
新
通
路
の
運
送
で
駅
所
と
争
っ
た
東
明
村
の
柴
屋
叉
四
郎
も
、

宝
暦
四
年
（

七
五
四
）
に
酒
造
業
を
始
め
た
江
戸
騎
酒
造
家
の
一
人
で
、
や
は

酒 蔵 風 来

り
当
時
灘
は
に
お
け
ゐ
有
力
な
在
方
向
人
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
御
影
村
の
材
木
慶
治
兵
衛
・
問
彦
右
衛
門
や
、
東
明
村
の
柴
屋
文

写主f,89 

四
郎
な
ど
、

い
ず
れ
も
灘
酒
造
家
の
出
FM
は
、
在
方
に
お
け
る
米
・
材
木
・
千

鰯
の
売
買
を
は
じ
め
、
廻
船
を
持
っ
て
海
運
活
動
に
も
積
級
的
に
進
出
し
て
い

っ
た
在
方
向
人
と
そ
の
資
本
蓄
額
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
ο

し
て
資
本
蓄
積
を
進
め
る
う
ち
に
、
ぃ
手
保
米
期
こ
れ
ま
で
の
在
々
酒
造
業
禁
止
の
幕
府
祖
法
が
改
ま
り
、
造
石
奨
励
策
が
と
ら

御
影
村
の
材
木
監
彦
右
衛
門
と
治
兵
衛
が
材
木
業
に
専
念
し
、
ム
仕
方
商
人
と

に
酒
造
業
を
開
始
し
、
そ
の

一
年
後
の
寛
保

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
材
木
屋
は
江
戸
積
酒
造
業
へ
転
化
し
て
い
く
。
ま
ず
彦
右
衛
門
が
元
文
五
年
（
一
七
四
O
）

（
一
七
回
一
一
一
）
に
材
木
農
治
兵
衛
が
酒
造
業
を
始
め
て
い
る
。
彦
右
衛
門
は
そ

の
後
絶
家
す
る
が
、
治
兵
衛
は
さ
ら
に
宗
暦
七
年
還
騰
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
家
枝
、
な
長
男
治
郎
布
衛
門
に
談
り
、
自
ら
は
末

子
を
つ
れ
て
分
家
し
た
。
前
者
が
材
木
鹿
本
家
治
郎
右
衛
門
U
本
嘉
納
家
で
、
後
者
は
材
木
屋
分
家
治
兵
衛
日
出
嘉
納
家
と
な

白
鶴
酒
造
に
つ
な
が
る
系
静
を
形
成
す
る
。

る
。
以
後
両
家
は
近
肢
を
通
じ
て
御
影
村
に
お
け
る
代
表
的
な
江
戸
積
酒
造
家
と
し
て
成
長
し
、
今
日
の
補
正
宗
酒
造
お
よ
び

な
お
こ
の
明
和
六
年
に
届
け
出
さ
れ
た
、
御
影
村
の
う
ち
西
組
の
酒
造
家
二
ハ
軒
と
そ
の
酒
造
米
高
を
表
示
し
た
の
が
、
表

討
で
あ
る
。
材
木
屋
一
一
一
家
と
伊
勢
屋
・
雑
古
屋
を
中
心
に
、
酒
造
米
高
の
合
計
は
五
六
五

O
石
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
各
自
の
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酒
造
株
高
は
不
明
で
あ
る
が
、
材
木
監
治
兵
衛
に
つ
い
て
い
え
ば
、
元
禄
十
年
の
改
め
高
は
五
石
で
あ
る
。
そ
し
て
明
和
六
年

近

よ
り
わ
ず
か
二
ハ
年
後
の
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
間
関
組
の
酒
造
米
高
は
一
万
八
人
間
七
石
に
述
し
て
お
り
、
実
に
一
二
倍
以
上

の
急
上
昇
を
と
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
和
期
の
時
点
で
は
米
だ
夢
想
だ
に
で
き
な
い
発
展
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

φ

！絞3と縦阻

御
影
村
よ
り
や
や
遅
れ
て
瀦
造
業
の
発
践
を
み
せ
る
魚
崎
村
は
、
上
灘
東
組
の
中
心
と
な
っ
て
ゆ
く
が
、
元
禄
十
年
の
株
改

i凶造業のII~DFI第五ilfi

明和 S'r＼~（ 1768）御影村間総の澗造石高表 85

ご恥
イラ

主主右衛門

栄七

忠三 m1
1台兵 jl，行

1－次郎

六兵 jlf,j

六三日［I

出｛左衛門

治良川［llj! 1~·水位
fぷ プミ；到［古原i，河村公左衛l11Ji関税di＼＇り受け
次 £！~ 太夫；尼崎. 7字国庭孫左衛門i筒株｛仔り受け

久四郎 I;til;方n銀 2枚にて溜造

手IJ：｛：汀街 fl号Ilffl J~. 

w太夫；悶卜．
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石
600 
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500 

350 

350 

350 

350 

250 

250 

250 

100 

350 

350 

250 

200 

16）、5,650 

め
の
際
に
も
す
で
に
酒
造
米
五
八
一
石
余
を
有

す
る
山
路
十
兵
衛
が
突
出
し
て
い
た
。

た
だ
明

和
六
年
当
時
の
諸
職
業
を
み
れ
ば
、

ロヨい剛一
j
w
r

、

注
川
百
九
川
知
舟

船
持
ち
な
ど
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
御
影
村
ほ

ど
社
会
的
分
業
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

し
？ト

し
持
尚
一
石
以
下
お
よ
び
無
商
問
が
農
民
全
体

の
七
、
f
八
訓
を
占
め
一
る
と
い
う
階
層
分
化
は
進

ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
漸
次
酒
造
業
を
中

核
と
す
る
資
本
対
賃
労
働
の
関
係
が
醸
成
さ
れ

資料： f肉方言語f~家文；t}J

つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
本
清
は
、
御
影
村
の
場
合

と
同
様
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
明
和
六
年
に
は

酒
造
業
者

七
人
が
年
寵
し
て
い
る
が
、
た
だ

近
欧
中
期
以
後
こ
の
山
路
十
兵
衛
に
代
わ
っ
て

ヨラ7



伝
法
・
大
坂
か
ら
の
出
造
り
、
判
造
家
が
魚
崎
村
の
消
造
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
成
長
し
て
い
っ
た
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

酒
造
関
連
産

業
の
広
が
り

一
方
こ
う
し
た
樹
造
業
の
発
展
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
持
毘
な
ど
関
述
成
業
が
必
要
で
、
当
然
周
辺
に
そ
の

仰
山
門
が
広
が
リ
て
ゆ
く

J

そ
の
様
子
を
、
天
明
八
年
の
減
館
令
に
対
し
て
灘
間
付
村
ん
ベ
農
民
が
提
出
し
た
っ
泊

造
明
石
喫
麟
書
L

に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。

県
州
村
々
惣
名
灘
間
と
附
え
米
り
、
村
尚
不
相
応
に
人
向
多
く
御
陵
候
て
、
百
姓
一
げ
泊
り
に
て
は
渡
世
仕
り
蛾
く
、
身
元

相
応
に
暮
し
候
者
ど
も
は
、
酒
造
稼
詰
商
売
仕
り
来
り
候
に
つ
き
、
米
々
百
姓
ど
も
作
間
稼
ぎ
と
し
て
、
酒
造
働
き
そ
の

他
船
手
・
水
車
詰
商
売
な
ど
、
酒
造
に
拘
り
渡
世
仕
り
侠

と
し
て
、
具
体
的
に
そ
の
諸
商
売
・
諸
縁
ぎ
の
内
容
を
列
挙
し
て
い
る
。

川w澗
造
働
き
人
、
例
米
潟
水
車
稼
ぎ
人
、
川
w酒
米
仲
間
災
人
、
川
内
酒
樽
屋
な
ら
び
に
手
間
人
、
問
、
酒
積
入
れ
廻
船
お
よ
び
小
船

諸
荷
物
積
入
れ
人
、
例
糠
・
澗
粕
・
抑
制
の
仲
間
良
人
、

mw
一
般
行
一
版
人
、
同
澗
袋
糸
木
綿
稼
ぎ
人
（
老
女
す
べ
て
女
次
の
手
業
）
、
問

泊
樽
巻
き
な
ら
び
に
蓮
（
老
人
足
弱
の
手
業
）
、
日
組
組
（
向
上
）
な
ど
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
灘
日
農
村
で
は
、
明
和
期
に
な
る
と
在
方
商
人
が
成
長
し
、
そ
の
貨
幣
資
本
の
議
積
を
通
し
て
、
こ
れ
を
消

造
資
本
に
転
化
さ
せ
て
ゆ
く
条
件
が
整
い
、
他
方
で
は
階
層
分
化
な
通
し
て
生
み
出
さ
れ
た
零
細
民
民
が
、
酒
造
一
般
働
き
人

や
酒
造
に
関
連
の
あ
る
諸
尚
売
・
加
工
業
の
働
き
人
と
し
て
、
酒
造
資
本
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
関
連
産
業
は
同
一
村
内
に
存
在
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
明
和
六
年
の
御
影
村
の
明
細
帳
で
み
る
と
、
焼
酎
屋
五

料
、
澗
問
屋
一
一
一
九
軒
、
新
仲
間
民
五
軒
と
米
伯
尚
車
問
柄
、
大
型
廻
船
問
問
鰻
と
い
う
酒
造
業
関
連
部
門
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
ま
た
文
政
十
二
年
魚
崎
村
明
細
帳
で
は
、
焼
酎
屋
二
二
人
、
、
酒
愉
問
屋
八
人
、
愉
竹
屋
一
人
、
廻
船
持
ふ
り
一
人
な
ど
、
が
こ
れ

358 i丘i社社会の展開タ〈ヲ宇品＇i:
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に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

，， 
,) 

滋
闘
の
台
頭
と
大
様

西
宮
・
兵
康
の
衰
退

積
摂
泉
十

郷
の
形
成

一
本
保
末
期
に
お
け
る
米
側
の
低
落
に
対
処
し
て
、
幕
府
が
在
々
瀬
造
業
禁
止
か
ら
稿
紘
政
策
へ
転
換

し
た
こ
と
、
お
よ
び
灘
間
農
村
に
お
い
て
高
品
質
幣
経
済
が
発
達
し
在
方
商
人
が
成
長
し
て
い
た
こ

そ
の
結
果
、

と
、
こ
の
二
つ
の
要
悶
が
、
灘
日
農
村
に
お
い
て
急
速
に
江
戸
詰
酒
造
業
発
展
の
契
機
を
つ
く
り
だ
し
て
い
っ
た
。

っ
一
万
一
除
調
尚
一
に
よ
っ
て
一
度
は
掌
握
し
た
近
位
前
期
澗
造
株
体
制
の
枠
を
、
幕
府
自
ら
が
破
っ
て
ゆ
か
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
近
位
前
期
の
都
市
酒
造
仲
間
に
よ
る
排
他
的
独
占
体
制
が
、
造
石
奨
励
・
自
由
営
業
と
い
う
競
争
契
機
の
浮

入
に
よ
っ
て
根
本
的
に
崩
れ
去
っ
て
ゆ
く
事
態
に
直
前
せ
さ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
造
石
奨
励
策
に
の
っ

て
今
津
・
機
関
一
行
の
村
々
で
江
戸
積
酒
造
業
が
台
頭
し
て
く
る
と
、
大
坂
や
西
宮
な
ど
従
来
の
都
市
瀬
造
仲
間
が
江
戸
市
場

か
ら
後
退
せ
ざ
る
な
得
な
く
な
り
、
先
進
湖
造
地
の
停
滞
な
い
し
衰
退
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
っ
た
。

澗巡業の良湖

し
て
い
る
消
造
家
は

心
事
実
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
仲
間
の
場
合
は
、

粁
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
、
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

か
つ
て
七
百
軒
あ
っ
た
由
緒
あ
る
酒
造
家
の
う
ち
天
明
凶
年
（
一
七
八
四
）
現
在
稼
働

大
坂
一
一
一
郷
濁
造
株
の
義
、
万
治
元
成
年
品
問
問
我
叉
た
衛
門
様
・
松
一
千
年
人
…
仕
様
御
有
効
の
筋
よ
り
、
利
私
必
ハ
へ
支
配
仰
せ
つ
け

第五節

ら
れ
、
石
改
め
な
ど
仕
り
、
株
札
相
渡
し
米
り
申
し
候
、
右
の
節
は
酒
造
鼠
お
よ
そ
七
百
軒
余
御
座
候
て
商
売
繁
日
間
仕
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

候
（
中
略
）
近
来
摂
州
の
内
在
に
て
水
車
競
酒
造
多
く
仕
り
、
石
数
等
勝
手
に
仕
入
れ
仕
り
、
当
時
凡
そ
弐
百
軒
御
肱
候
て

111・ 近｝絞9':綴ill359 
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木場JI!］＂・ 3災岐毘十おjl/Jl"l グ

三条村・久兵衛 グ

尼崎.jギFEii:'量弥兵衛 か

か扇町・ Jf:l殿伊兵jl/,j グ

兵FII小物尾Ill］＂昏瓜段九 1－郎 か

か鍛冶底lllf.角度B＇右衛門 。
グ崩n辻子Ill］＂.剣j菱屋市民fl右衛門

グ 小 広Jl!T・11？；］本医伊兵衛か

jT{rjブj26111J‘へ下付された潟｛／＼＇株 か

部ti酒造家名

司王座又お f!{j[lう

絞蚊屋l］・tifliJl1守

木挽吉郎：：｛：；衛門

）！！日段半兵 jlf,j

i11.¥ E設九 n~ 兵 ilM

瓜屋伝兵衛

機上墜治郎右衛門

！ヨ｜古＇］）：＇主治郎左衛門

ブト鼠 Et::(1 fl/,i tHJ 

設岐箆 弥兵衛

瓜段治兵衛

人わたやーl'-::{:;jl/j門

東川崎Jl!T

'ti＼ 内 lllT

:m: :u air 
i奈 Ill]"

]J!J iU lllT 

逆瀬川lllf

悶：ulllf 

船大工町会

小物屋lllf

木戸 lllT

逆mi川町

jl_Ej宮内lllf

名Jl!f 

’F 

二ツ茶！武村口廃七日［l兵衛ガへ貸手l

420 

体

休

｛木

材三

12人

瓜鼠甚太郎

治！日l段兵お衛門

六 illl：展弥兵衛

苧廃新左衛門

升廃 Etti衛門

小物屋JI!]"

ii i在家mr
官前 Illy

新在家mr
小物屋町ー

計

5人

商
売
繁
昌
仕
り
候
、
右
に
つ

き
大
坂
酒
造
屋
不
景
気
に
罷

り
な
り
、
年
々
一
偽
造
相
減
じ
、

レ
ィ
じ
ザ
川

4
5
汗
λhk
こ
揺
り
工
り

i
u
L
）

4
3
I
f
i
－

－

 

候
に
つ
き
、
浮
株
凡
そ
一
二
百

軒
余
御
座
候

（
「
大
坂
一
一
一
郷
総
年
寄
願
書
L

）

要
す
る
に
摂
州
在
々
の
二
百
刺

に
の
ぼ
る
灘
日
澗
造
業
が
水
車
稼

ぎ
の
酒
造
に
よ
っ
て
繁
昌
し
、
そ

の
た
め
七
百
軒
あ
っ
た
大
坂
の
泊

造
屋
が
四
百
軒
に
減
少
し
て
不
景

気
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
内
宮
に
つ
い
て
も
、
元
掠

十
年
（
二
ハ
九
七
）
に
は
じ
九
の
酒

浩
蔵
が
存
在
し
、

f
c
z
y

、T
U
2
4

、

，Z
づ
A
M
J
j’引吋

f

七
二
四
）
に
は
八

i
ーコ
γ
し

J
1
u
l

出

ru
－
ι
一γ「
北
松
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ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハU

ハu
n
u
n
u
n
U

ハU
n
u
n
U

ハ
v
q
υ

ハU

ハu
n
U

ハ
υ

A
マ

q
J
4
4
f
O
Oノ
必

咋

同

コ

回

、

d

内
全

υ
今

δ

必
仙
ー
ペ
守

4吟白

B
M
3
5
4
2
M
D
勾

J
H
b
H
b

975 20人

酒
造
家
が
稼
掛
し
て
い
た
。

と
、ー

北中 11trI 御影康治兵衛

木場 111r；設11皮鼠十右衛門

グ j，絞岐段妙光

// l瓜 IB'i；長左衛門

小物綴mrI 1E直隆初、右衛I＇日
江 JlllllJ ！御影度予兵 ifti 
小 rj:iII汀IIE直径公布衛門

か ｜｜河本屋弥兵衛

小広 II庁｜岡本屋w兵衛

1磯之 111rI i限度 i版兵衛

問 !Jlmr；川崎段幸lj左衛111JI 
グ i伐肢 i造兵衛：

。 ：瓜段久兵衛：

鍛冶屋町 illiiJわ怪長兵衛

来 1u111r I阪本段硲兵衛

問底的；生木屋倒ll右衛jllj

小物屋mr! 1Ei夜尿八三左衛門；

磯之 mr；減原五兵 1約i

東川崎町・ 1わたや長四郎

東 IL¥IHJ I まったや武兵衛

ろ
が
明
和

（
一
七
六
五
）
に
は

：立

i筒造家名

ハ
間
蔵
に
減
少
し
、
そ
れ
で
も
明

立¥'I］：！：結1illl

名

資料：神戸市立問物館所絞文禄

和
問
年
ま
で
は
六

O
蔵
ム
口
な
維
持

し
て
い
た
が
、
翌
明
和
五
年
に
は

五
九
蔵
と
な
り
、
同
六
年
に
は
間

開
成
、
じ
年
に
は
最
低
の

三
歳

に
ま
で
激
減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
稼
働
球
数
の
減
少
か
ら
み
て
、
こ
の
明
和
則
は
明
ら
か
に
悶
官
酒
造
業
に
と
っ
て
変
動
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を

こ
う
し
た
現
象
は
、
台
頭
す
る
灘
日
酒
造
業
と
の
競
争
の
結
果
で
あ
り
、
こ
の
後
退
に
対
し
て
間
宮
酒
造
仲
間
は
、
改
め
て

仲
間
の
団
結
と
利
益
擁
護
を
確
認
す
る
た
め
、
問
問
和
一
五
年
に
次
の
よ
う
な
申
合
ぜ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

ω間
宮
酒
造
株

は
延
安
七
年
（
一
六
七
九
）
株
と
元
禄
十
年
株
の
所
持
者
で
構
成
さ
れ
る
、
∞
無
株
の
溜
造
と
分
株
と
を
禁
止
す
る
、
ゆ
酒
造
株

i凶逃楽の展開

の
離
渡
や
貸
借
は
酒
造
行
事
へ
願
い
出
て
、
町
役
人
の
承
認
を
受
け
、
そ
の
う
え
で
領
主
へ
届
け
出
て
許
可
を
受
け
て
か
ら
名

義
を
書
き
替
え
る
、
同
仲
間
加
入
に
捺
し
て
は
、
他
所
買
株
・
仲
間
醸
り
株
・
傍
株
・
他
所
借
株
主
応
じ
て
、
加
入
銀
を
慈
し

第五節

こ
ろ
に
占
め
っ

出
す
、
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
本
意
は
「
我
意
一
存
」
の
営
業
を
抑
え
、
仲
間
本
来
の
排
他
的
独
占
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
と

36r 



し
か
し
こ
う
し
た
仲
間
の
中
合
せ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
い
ス
踏
山
年
（
一
七
五
回
）
の
勝
手
造
り
令
を
契
機
に
、
明
和
・
安
永
則

に
は
潤
浩
業
の
停
滞
と
衰
退
が
続
き
、
酒
造
仲
間
構
成
員
の
交
代
が
激
し
く
操
り
返
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

都
市
酒
造
仲
間
に
属
す
る
兵
庫
洋
酒
屋
仲
間
に
お
い
て
も
、
一
手
保
末
期
以
降
か
ら
の
灘
間
酒
造
業
の
発
展
の
影
響
は
深
刻
で

あ
っ
た
。
前
述
の
一
山
宮
・
大
坂
と
同
じ
よ
う
に
、
兵
庫
で
も
自
ら
減
石
の
山
中
合
せ
を
行
い
実
施
し
て
い
る
。
兵
時
開
津
の
酒
造
株

中
間
同
お
よ
び
酒
造
家
数
に
つ
い
て
は
、
一
手
保
九
年
に
江
戸
税
酒
造
家
四

O
人
、
享
和
三
年
（
一
入
O
一
一
一
）
で
は
株
高

万
九
一
一
一
七
五

石
・
軒
数
一
一
一
二
人
と
い
う
数
字
が
判
明
す
る
。

そ
し
て
当
掃
の
明
和
六
年
作
成
に
な
る
つ
子
年
（
明
和
五
年
）
酒
造
潰
石
高
謹
上

帳
」
（
表
出
叩
）
で
は
、
自
株
所
持
酒
造
営
業
者
御
影
麗
治
兵
衛
以
下
二

O
人
の
減
石
高
は
九
七
五
石
、
借
株
営
業
者
車
麗
叉
右
衛

門
以
下
一
二
人
の
減
石
高
は
間
二

O
石
、
そ
し
て
瓜
屋
甚
太
郎
は
他
村
へ
貸
出
し
、
岩
問
屋
兵
右
衛
門
以
下
関
人
は
休
造
者
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
株
高
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
ろ
明
和
期
の
兵
跨
津
酒
屋
仲
間
も
、
減
石
な
い
し
休
造
に
よ

っ
て
そ
の
危
機
的
状
況
に
対
処
し
て
い
る
様
子
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
明
期
の
江

戸
入
津
樽
数

元
禄
十
年
（

六
九
七
）
の
上
方
か
ら
の
江
戸
入
津
樽
数
は
六
四
万
樽
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
ま
だ
今

津
・
灘
日
の
灘
酒
造
業
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
J

－4保期
以
降
の
灘
酒
造
業
の
台
頭
発
展
の
結
果
を
、

数
量
的
に
確
認
で
き
る
の
は
よ
う
や
く
天
明
五
年
三
七
八
五
）
で
、
新
た
に
江
戸
税
酒
造
体
制
の
な
か
に
加
わ
っ
た
灘
酒
造
業

の
動
向
を
把
擁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
江
戸
入
津
樽
数
は
七
七
万
余
降
、
こ
れ
を
地
域
別
に
示
し
た
の
が
関
口
（
付
表
お
）

で
占
め
る
。

ま
ず
今
津
が
問
万
持
、
灘
羽
一
一
一
一
一
万
樽
で
、
令
計
灘
一
一
一
郷
で
は
三
六
万
樽
と
な
り
、
全
体
の
田
中
ハ
・
五
%
に
も
達
し
て
い
る
。

こ
れ
を
当
時
の
経
営
史
料
を
基
礎
に
し
て
玄
米
並
に
よ
る
造
石
高
に
換
算
す
る
と
、
約
二
一
万
石
と
怠
る
。
ま
た
摂
泉
十
二
郷
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の
う
ち
、
灘
一
一
一
郷
を
の
ぞ
い
た
上
方
九
郷
は
約
二
八
万
得
で
全
体
の
一
二

五
・
九
%
を
占
め
て
い
る
が
、
な
か
で
も
伊
丹

万
降
、
西
宮
七
万

持
が
突
出
し
、
離
と
と
も
に
主
要
な
下
り
酒
銘
離
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
つ
ま
た
兵
庫
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
量
は
余
り
多
く
は
な
く
灘

自
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
他
は
尾
張
・
一
一
一
河
の
各
五
万
樽
と
美
濃
の
東
海
三
カ
問
問
の
い
わ

ゆ
る
「
中
間
関
濁
L

（
江
戸
と
上
方
と
の
中
間
地
点
で
際
造
さ
れ
た
消
と
い
う
怒

味
で
、
下
り
泌
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
、
江
戸
間
以
風
と
同
じ
下
り
消
開
肢
で
売
り
捌

か
れ
た
）
の
銘
離
地
を
主
と
し
て

万
六
千
降
、

一
七
・
六
%
を
占

ケ
開
制
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
と
し
て
、
灘
一
一
一
郷
が
す
チ
保
期
に
は
じ
め
て
江
戸
杭

め
て
い
た
。
摂
泉
十
一
一
郷
や
下
り
澗
十

ー

天明 5年（1785）の地域別

江戸入枠栂数

近｝後!:I::縦阻

区I22 

酒
造
地
の
な
か
に
名
が
出
て
か
ら
、
わ
ず
か
半
佐
紀
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、
急
速
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
こ
で
そ
の
実
態
に
つ
い
て
御
影
村
西
組
の
酒
造
状
況
を
例
に
み
て
み
よ
う
。

天
明
期
の
御

彩
村
酒
造
業

五
年
の
と
き
に
は
沼
造
家

天
明
五
年
の
御
影
村
西
組
に
お
け
る
消
造
株
高
と
酒
造
石
高
を
表
示
し
た
の
が
、
表
幻
で
あ
る
。
前
掲
明
和

七
年
の
あ

ム
ハ
軒
・
一
泊
造
石
高
五
六
五

O
石
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
間
わ
ず
か

i関造業の夜開

八
軒
・
一
万
八
八
四
七
石
余
と
な
り
、
澗
造
人
は
半
減
し
て
い
る
が
造
石
高
が
一
二
倍
に
な
る
と
い
う
変
化
、
が
み
ら
れ

、

ご

》

7
」
、

1
L
V
J／
札
V

た
。
そ
し
て
在
方
商
人
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
材
木
犀
は
江
戸
結
酒
造
業
に
専
業
化
し
て
い
っ
た
段
階
で
、

第五節

改
め
、
土
地
所
有
の
聞
で
も
、
こ
の
村
第
一
の
高
持
と
し
て
成
長
し
、
治
兵
衛
・
治
郎
右
衛
門
・
彦
右
衛
門
の
嘉
納
屋
三
軒
が
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天f見5年（1785）御影村西紹iの澗造事長治iと酒造米政i

酒造家~ 酒造株主：i 株札数 i荷造石附

i伝 枚 正1

嘉納屋彦右待iI＇日 141. 5 4 5,373 

I! 治 兵 衛 31. 666 4 3, 748 

ノノ 治虫［5右衛llfJ 823. 75 4 3,675 

~~l~tl箆六三 Jl[l 13. 75 1 1, 287 

／／ ｛云 ノ、 10 2 1, 673 

／／ fム三三郎 18. 5333 1 1, 287 

伊勢屋七右衛 1111 105 2 1, 764 

I! ヨ玉兵衛 5 1 40 

ズlコ》、 1, 149. 1993 19 18,847 

三
つ
ど
も
え
の
形
で
存
在
し
、
村
内
に
お
い
て
も
抜
き
ん
出
て
い
た
。
他
方
、

院
十
日
屋
一
一
一
軒
は
明
和
・
安
永
期
に
は
酒
造
家
・
廻
船
持
と
し
て
の
活
躍
が
著

し
か
っ
た
が
、
一
大
切
期
以
降
は
や
が
て
こ
の
村
の
澗
造
家
か
ら
名
前
が
消
え

：〉
7
L
1
Jノ
ノ
＼

v
l

’ν
 

か
つ
て
こ
の
村
の
有
力
な
地
主
で
あ
っ
た
雑
古
屋
の
没
落
と
、
一
新

表 87

興
の
在
方
商
人
た
る
嘉
納
監
の
台
頭
は
、
灘
酒
造
業
の
発
展
に
よ
る
村
落
内

部
で
の
新
旧
勢
力
の
交
代
の
様
相
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

資料：「御影澗造組合文fM'J

表
幻
で
み
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
顕
著
な
事
実
は
、
酒
造
株
高
一
一
四
九
石

で
も
っ
て
、
現
実
に
は
一
万
八
八
四
七
石
の
酒
造
（
造
志
向
）
を
行
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
株
高
と
造
石
高
と
に
懸
隔
が
生
じ
て
い
る
の
は
、

一
克
禄
十
五
年
の
株
改
め
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
元
禄
調
高
以
来
、

一
度
も
株

改
め
に
よ
る
株
高
と
造
石
高
と
の
調
整
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ

き
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
こ
に
天
明
八
年
に
、
一
五
禄
締
高
以
米
の
株
改
め
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ

り
、
ま
た
そ
の
懸
隔
が
大
き
い
ほ
ど
、
酒
造
業
の
発
展
が
急
速
に
な
さ
れ
て

っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
天
明
五
年
の
造
石
高
と
い
う
の
は
、
突
は
天
明
八
年
の
株
改
め
に
際
し
て
、
各
自
酒
造

家
に
申
告
さ
せ
た
造
石
午
前
で
あ
っ
て
、
果
た
し
て
天
明
五
年
当
時
に
申
告
高
通
り
の
造
石
高
で
あ
っ
た
か
一
合
か
は
確
か
で
は
な

い
。
事
実
、
天
閉
山
五
年
当
時
酒
造
稼
ぎ
を
し
て
い
た
が
、
天
明
八
年
に
は
休
造
し
た
た
め
に
、
こ
の
表
に
は
省
か
れ
て
名
前
の
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あ
が
っ
て
い
な
い
酒
造
家
も
あ
る
。

さ
ら
に
天
明
五
年
の
造
石
高
は
申
告
高
で
あ
る
た
め
、
株
改
め
に
つ
づ
く
天
明
八
年
以
後

の
き
び
し
い
幕
府
の
酒
造
制
限
令
を
予
測
し
て
、
前
も
っ
て
実
際
よ
り
は
多
く
申
告
し
た
と
い
う
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
な
お
か
っ
こ
の
天
明
期
の
株
改
め
の
結
果
な
も
っ
て
御
影
村
に
お
け
る
享
保
期
以
昨
の

百
覚
ま
し
い
酒
造
業
発
展
の
跡
を
、

は
じ
め
て
数
量
的
に
線
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
御
影
村
に
か
ぎ
ら
ず

「
摂
州
在
々
｝
酒
造
家
に
よ
る
目
覚
ま
し
い
江
戸
詰
酒
造
業
発
展
の
姿
で
あ
っ
た
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
積
摂
泉
十

一
一
郷
の
形
成

享
保
期
以
降
に
あ
ら
わ
れ
た
江
戸
詰
酒
造
仲
間
に
お
け
る
顕
著
な
変
化
の
一
つ
は
、
近
位
初
頭
以
来
の
江

一
戸
積
酒
造
地
の
衰
退
な
い
し
変
貌
で
あ
り
、
他
は
、
新
進
の
新
興
酒
造
地
の
台
頭
発
展
で
あ
っ
た
。

し
か

し
こ
の
よ
う
な
変
化
は
酒
造
業
に
限
ら
ず
、
幕
務
体
制
仰
が
解
体
期
を
迎
え
、
領
主
的
商
品
経
済
に
対
し
て
農
民
的
商
品
経
済
が

そ
れ
を
圧
倒
し
て
ゆ
く
よ
う
な
産
業
部
門
で
は
佐
々
み
ら
れ
た
。
こ
れ
な
都
市
問
屋
仲
間
1
古
競
組
と
、
在
方
商
人
仲
間
日
新

規
組
と
の
対
立
と
い
う
表
現
で
あ
ら
わ
す
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
後
者
の
発
展
が
、
前
者
の
存
立
基
盤
を
お
び
や
か
す
段
階

に
い
た
れ
ば
、
そ
れ
は
一
応
「
危
機
の
時
期
一
と
し
て

rH党
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
時
期
が
天
明
・
寛
政
叩
別
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

酒造業の展開

そ
し
て
こ
の
封
建
的
危
機
に
対
す
る
領
主
的
対
応
は
、
次
の
二
つ
の
仕
方
で
な
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
都
市
H

古
規
組
仲
間
の

再
編
成
を
通
し
て
在
方
日
新
規
制
組
仲
間
の
発
展
を
包
摂
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
幕
府
権
力
の
発
動
に
よ

っ
て
上
か
ら
直
接
統
制
を
加
え
掌
援
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
る
。
前
者
が
こ
こ
で
述
べ
る
摂
泉
十
二
郷
酒
造
仲
間
の
結
成
で

第五節

あ
り
、
後
者
が
次
章
で
ふ
れ
る
天
明
八
年
の
株
改
め
と
寛
政
改
革
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
る
酒
造
統
制
の
強
化
策
で
あ
っ
た
。

さ
て
江
戸
積
摂
泉
十
二
郷
と
は
、
大
坂
一
一
一
郷
（
潟
抑
制
・
北
組
・
天
満
組
）
・
伝
法
・
北
在
・
池
間
・
伊
丹
・
尼
崎
・
西
宮
・
兵
庫
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・
今
津
・
上
灘
・
下
灘
・
堺
の
、
摂
津
・

和
泉
ニ
闘
に
ま
た
が
る
江
戸
積
銘
髄
地
の

十
二
郷
を
さ
し
て
い
る
（
関
幻
）
。

」
れ
ら
十
二
郷
は
い
ず
れ
も
地
名
で
あ

f長泉十二郷i也j成｜立Ic別立IC1Jff'Hli史~ 2) 

〉寺、、
y＼
刀

た
だ
一
つ
の
例
外
と
し
て
北
在
郷

が
あ
る
。
北
在
郷
は
婦
問
摺
沿
革
誌
』
に

よ
れ
ば
、
摂
津
北
方
に
散
在
す
る
小
醸
地

を
総
称
し
た
も
の
で
、
お
よ
そ
西
宮
よ
り

北
は
一

O
虫、

東
は
六
盟
ば
か
り
の
地
域

を
さ
す
と
述
べ
て
い
る
。
川
辺
郡
を
中
心

に
、
島
上
・
豊
島
・
武
庫
・
有
潟
の
凶
郡

に
散
夜
す
る
江
戸
積
銘
醸
地
の
小
地
域
を

~I 23 

包
括
し
た
名
称
で
、

元
禄
期
に
名
前
の

あ
が
っ
て
く
る
江
戸
新
銘
離
地
の
う
ち
、

鴻
池
・
清
水
・
大
鹿
・
山
田
・
小
浜
（
以

上
川
辺
郡
）
、
詰
問
（
島
上
郡
）
、
一
一
一
回
（
有
馬

都
）
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
一
大
保
一
一
一
年
三
八
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一
一
一
二
）
に
は
、
北
在
組
は
二
ニ
カ
村
で
、

酒
造
家
一
一
一

O
軒
、
株
高
二

六
一
一
石
余
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
沼
田
街
道
や
有
馬

へ
の
街
道
筋
に
あ
る
酒
造
地
で
、
近
世
初
期
よ
り
江
戸
杭
消
造
の
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
鴻
池
村
の
山
中
新
右
衛
門
、
島
上

郡
富
凶
村
の
紅
粉
巌
（
消
水
）
市
郎
右
衛
門
、
川
辺
部
加
茂
村
の

間
五
郎
左
衛
門
、
山
田
村
の
市
右
衛
門
・
忠
右
衛
門
、
小
浜

村
の
法
一
鹿
半
左
衛
門
な
ど
が
そ
の
有
力
な
酒
造
家
で
あ
っ
た
。

渋
泉
十
二
郷
の
な
か
で
、
上
灘
・
下
灘
・
今
津
の
い
わ
ゆ
る
灘
一
一
一
郷
を
の
ぞ
い
た
ほ
か
九
郷
は
、

い
ず
れ
も
元
禄
十
五
年
の

株
改
め
の
と
き
に
、
す
で
に
江
戸
積
酒
造
業
の
主
裂
な
銘
館
地
で
あ
り
、
こ
れ
ら
銘
醸
地
の
江
戸
積
酒
造
家
に
よ
っ
て
、
近
位

前
期
の
江
戸
積
酒
造
株
体
制
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
な
か
に
は
、
明
ら
か
に
ま
だ
今
津
・
灘
間
は
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
灘
一
一
一
郷
が
江
戸
下
り
摺
主
産
地
の
な
か
に
ム
口
頭
し
は
じ
め
る
時
期
は
卒
保
期
以
降
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ

の
十
ニ
郷
の
形
成
は
、
こ
れ
ら
誤
津
在
々
に
展
開
聞
し
た
新
興
酒
造
地
の
ム
口
頭
発
展
に
よ
っ
て
江
戸
税
先
進
地
日
古
規
組
が
圧
倒

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
改
め
て
元
禄
体
制
の
立
て
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
点
で
の
酒
造
家
仲
間
再
編
成
の
問
題
で
も
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

i湾巡業の展開

摂
泉
十
一
一
郷
結
成

の
契
機
と
時
期

」の
J
i

郷
の
成
立
に
直
接
深
い
関
連
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
天
明
四
年
大
坂
一
一
一
郷
総

年
寄

人
が
提
起
し
た
酒
造
冥
加
金
制
剖
り
答
え

件
で
あ
る
。
そ
の
意
闘
す
る
と
こ
ろ
は
、
万
治
年

間
以
米
七

O
O軒
あ
っ
た
大
坂
三
郷
酒
造
家
が
、
水
車
精
米
に
よ
る
「
摂
津
夜
々
一
の
然
株
を
含
む
灘
日
酒
造
家
の
繁
盛
の
影

響
で
減
少
し
て
い
る
現
在
、
従
来
の
冥
加
金
負
担
額
を
改
め
、
大
坂
一
一
一
郷
四

O
O軒
の
消
造
家
よ
り
五

O
O雨
、
摂
津
在
々
、
酒

第五節

造
家
よ
り
も
五

O
O雨
、
そ
の
他
在
々
駄
売
麗
と

一
郷
一
一
羽
板
受
湖
底
引
ハ

O
O軒
よ
り
一
五
五
両
ず
つ
、

一
五
五
間
（
鉛

六
九
貫
余
）
と
し
、
こ
れ
を
…
一
一
郷
総
年
寄
が
徴
収
し
て
大
坂
町
奉
行
に
納
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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後
の
万
延
二
年
（
一
八
六
二

こ
の
提
案
に
対
し
て
は
、
一
一

O
O軒
の
灘
混
在
々
酒
造
家
が
も
ち
ろ
ん
反
対

し
、
一
一
一
郷
総
年
寄
が
指
摘
す
る
よ
う
な
無
株
に
よ
る
酒
造
業
者
は
存
在
し
な
い

し

っ
村
々
澗
造
の
儀
」
も
許
可
さ
れ
て
お
り
、

い
ま
こ
れ
ら
酒
造
家
が
大
坂

一
ニ
郷
総
年
寄
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
酒
造
家
の
存
続
は
も
と
よ
り
、

ひ
い
て
は
一
般
百
姓
の
渡
枇
に
も
悲
し
支
え
る
と
主
張
し
た
。
幕
府
も
こ
れ
を

不
裁
許
と
し
た
の
で
一
件
は
取
り
下
げ
一
ら
れ
て
落
葉
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
大
坂
一
一
一
郷
総
年
寄
の
意
図
は
、
山
手
保
期
以
米
の
「
在
々
L

酒

造
仲
間
の
発
展
を
大
坂
三
郷
で
受
け
と
め
て
、
こ
れ
を
元
縁
体
制
の
な
か
に
包

写真 90

摂
し
、
こ
の
不
均
衡
に
発
展
し
て
き
た
各
郷
江
戸
積
酒
造
仲
間
の
利
害
対
立
を

調
整
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
点
に
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
こ
の
酒
造
其
加
一
件

は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
大
坂
一
一
一
郷
を
触
頭
と
す
る
十
二
郷
酒
造
仲

っ
酒
造
年
寄
役
差
免
願
書
L

で
は
、
こ
の
十
二
郷
酒
造
仲
間
の
結
成
を
「
天
明
年
中
L

の
こ
と

開
成
立
の
機
が
熟
し
て
い
た
時
点
で
の
問
題
提
起
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

と
し
、
ま
た
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
大
行
事
が
十
二
郷
触
頭
と
な
る
べ
き
別
出
を
、
大
坂
三
郷
は
主
力
を
江
戸
積
に
お
い
て
い
な
い
か

ら
、
江
戸
績
に
関
し
て
は
依
枯
晶
鼠
の
な
い
中
立
の
立
場
を
保
ち
得
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
各
郷
江
戸
積
酒
造

家
の
利
害
対
立
を
調
整
し
て
ゆ
く
た
め
の
公
平
な
第
三
者
と
し
て
の
中
立
性
を
、
大
坂
一
ニ
郷
大
行
事
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
と
く
に
、
そ
の
成
立
の
時
期
が
天
明
朗
で
あ
っ
た
点
に
注
目
し
て
お
こ
う
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
十
二
郷
酒
造
仲
間
同
の
結
成
以
来
、
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
大
行
事
が
十
二
郷
触
頭
を
つ
と
め
、
名
郷
か
ら
選
、
は
れ

た
沼
造
行
事
な
統
轄
し
、
各
酒
造
行
事
の
参
会
の
席
上
に
お
い
て
、
江
戸
積
潤
造
全
般
に
関
す
る
諸
事
項
が
協
議
決
定
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
販
売
に
つ
い
て
の
江
戸
の
下
り
酒
問
屋
と
の
折
衝
な
は
じ
め
、
生
産
調
整
や
出
荷
統
制
、
そ
れ

に
運
賃
の
決
定
の
問
題
か
ら
、
幕
府
布
達
な
ど
の
伝
達
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
酒
造
に
か
か
わ
る
諸
問
題
が
採
り
上
げ
ら
れ

た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
十
二
郷
各
酒
造
仲
間
の
調
整
と
い
う
点
で
は
、
新
興
江
戸
樹
、
酒
造
地
た
る
灘
一
一
一
郷
を
、
摂
泉
十
二
郷

酒
造
体
制
の
枠
の
な
か
で
い
か
に
抑
え
て
ゆ
く
か
が
問
題
と
な
り
、

郷
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
十
二
郷
体
制
を
い
か
に
切
り

崩
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
か
が
、
そ
れ
以
降
の
新
規
在
々
酒
造
仲
間
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
開
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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